
都市再生整備計画（第５回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 111 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標
大目標：地域課題に対応した道路網の整備を進め、雲南市の中核としての拠点機能を高めるとともに、（旧）木次町の中心市街地の活性化を図る。

目標１ アクセス道路の改良、改善を行うことで交通利便性の向上を図り、中心市街地への来街者数の増加を図る。

目標２ 宅地開発のニーズが高い地区については、生活道路等インフラ整備を図り、住宅地のスプロール化を防止するとともに、魅力ある居住環境の整備を図る。

目標３ 高齢化社会に対応した、歩道のネットワーク化や歩行者空間のバリアフリー化など交通安全性の向上を図り、安全で安心な歩行空間を創造する。

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 Ｈ15 Ｈ20

ha Ｈ15 Ｈ20

ｍ Ｈ15 Ｈ203,757歩行者ネットワークの整備延長 歩行者ネットワークに位置付けられた道路および歩道の整備
高齢者に配慮した歩行環境の整備により日常生活の利便性を向上させ
る。 1,582

48,000

未利用地面積の減少 下熊谷地区の宅地として利用されていない面積の減少
道路網を含めた都市基盤整備により宅地化が推進され，良好な居住環境
が形成される。 14.3 12.3

公共施設の利用者数 公共施設の利用者数
交通利便性の向上により公共施設の利用者数が増加する。

43,515

　雲南市の中核拠点性を高める都市基盤整備を進めるとともに、快適な居住環境の形成や雇用環境づくりによる定住促進を図ることが最大の課題となっている。
・平成14年度から取り組んでいるまちづくり総合支援事業により、中心市街地の活性化に向けた整備を行って、効果が出始めている。しかしながら、中心市街地から基幹道路や広域幹線道路までの道路整備が十分でないため、十分な効果を得られない
でいる。また、雲南市の地域別整備方針や一般国道54号の4車線化に伴う沿道利用の促進を考慮した都市基盤整備が必要となっている。
・このことから、木次大橋周辺地区の交通網の整備によるまちづくりにより、一層の中心市街地の活性化と各地区の連携が取れた一体的な整備が図れると期待されている。
【地区別課題】
・新市地区　　：中心市街地活性化の効果をより高めるため、雲南市南部方向、仁多郡からのアクセス向上を図る。
・下熊谷地区：三刀屋木次ICの供用と一般国道54号の4車線化計画に伴う流通業務系、及び住宅系の宅地のニーズが高まったことから、健全な土地利用を図る道路網とコミュニティー活動の拠点を整備する。
・里方地区　　：（旧）大東町、松江市方面から中心市街地へのアクセスの向上に合わせて、道路のバリアフリー化を含め、安全な道路空間整備を図る。
・地区共通　：コミュニティー形成に必要な公園等整備が遅れており、良好な居住環境が整備できていないため、計画的に公園、広場などの公共空地を整備する。

「さくら咲く健康のまちづくり」を将来の都市像に掲げ、「産業」「住環境」「自然」の３つに理念により都市的土地利用を促進し、広域的な雇用拠点とベッドタウン拠点の両面の性格を持つバランスの良い都市の構築を目指している。
　雲南市の中核としてその拠点性を高め新しい価値を創造する「日本のふるさと」づくりを掲げている。
（新市建設計画での位置づけ）
　国、県の出先機関の立地や商工業等の集積を活かし、定住基盤や中心的な市街地の整備、企業誘致等による新たな雇用創出を図る地域として位置付けられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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計画期間 交付期間 20

・（旧）木次町の人口は、昭和30年約14,000人であったのが平成12年の国勢調査では約10,000人と減少傾向が続いている。しかしながら、周辺（旧）市町村と比較すると、宅地の供給や公的住宅の整備、中規模の工場誘致などにより、人口の減少は低く
抑えられている。このため、雲南市の中心的な市街地や定住基盤の整備を行う地域として位置付けられている。
・（旧）木次町の活力を維持し、より魅力的なまちにしていく取り組みとしては、平成12年度に都市計画マスタープラン、平成13年度に中心市街地活性化基本計画、住宅マスタープラン,平成15年度に道路網基本計画（下熊谷地区）の策定を行っている。こ
れらの計画を通じ、（旧）木次町の中心市街地の再生と下熊谷地区、里方地区における道路整備や新たな宅地開発は、一体的に整備する必要があると位置づけている。
・しかし、現状では道路整備の遅れから、高齢化への対応や定住人口の増加に資する良好な居住環境の整備改善に対する要望への対応が出来ていないこと、住宅地のスプロール化による環境の悪化など懸念されている。
・平成14年度に中心市街地の再生事業に取組むとともに、生活空間と都市機能の融合を目指すみちづくりなど、雲南市の中核拠点としての都市基盤整備に取組んでいる状況にある。
・広域的な公共施設業務の連接地域であるが、既存未利用施設が散在しており国出先機関の跡地などの活用が要望されている。
・また、住民のまちづくりへの関心も高まっており、中心市街地活性化基本計画策定時には、5回のワークショップを開催し、（旧）木次町の現状と課題・まちづくりに活かすべき素材等の洗い出しなど、中心市街地エリアだけなく周辺地区も含めた議論が行
われ、周辺地区の道路整備についての要望も出てきている。道路網基本計画（下熊谷地区）策定時にも、地元組織の住環境整備推進協議会を中心に検討委員会、視察研修、ワークショップを行い、地区の将来像を考慮した道路網の整備について議論
が行われている。道路網整備にあたっては、高齢化に対応したバリアフリー化や歩行空間ネットワーク化が求められている。
・まちづくり事業区域の周辺状況としては、中国横断自動車道尾道松江線の三刀屋木次インターの開通や一般国道54号の4車線化事業計画、斐伊川河川環境整備事業などの基盤整備が進められている。
・また、中心市街地については、平成14年度からまちづくり総合支援事業により、「中心市街地の活性化」に向けた整備を行っている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・交通網の整備、道路の新設・改良により、住宅地のスプロール化の防止を図る。
・道路、広場などを整備することにより、魅力ある居住環境の形成を図る。
・雲南市の中核拠点機能性を高める都市基盤整備の一つとして、親水性のある河川敷を利用した多目的スポーツ広場の公園整備を行う。
・都市基盤整備により、企業誘致や定住促進などの誘導を図る。
・道路網等のインフラ整備により宅地化が進むことによる定住人口の増加を踏まえ、新たなコミュニティーの形成が図れる拠点施設の整備を行う。

【道路】
　下熊谷地区：(都)下熊谷中央線、(都)下熊谷東西線、下熊谷14号線
【公園】
　下熊谷地区：下熊谷河川敷公園
【地域生活基盤施設】
　里方地区：里方東広場
【既存建造物活用事業】
　下熊谷地区：下熊谷地区交流センター
【高質空間形成施設】
　新市地区：新市公衆トイレ

【安全で安心な生活環境整備】

・歩行者が多い道路については、歩車道分離を行う。
・高齢者の通行に対応するため、段差解消などの歩道整備を行う。
・公共施設等の周辺は不特定多数の歩行者が見込まれる路線であることから幅の広い歩道整備を行う。

【道路】
新市地区：(都)出雲西城線（新市地区）
下熊谷地区：(都)下熊谷中央線、(都)下熊谷東西線
里方地区：(主)松江木次線

方針に合致する主要な事業

【中心市街地再生へのアクセス道路整備および空きストックの活用】

・基幹道路や広域幹線道路と中心市街地間の道路整備、改善を図り、各地区の一体性を推進させるとともに、来街者の中心市街地へのアクセス性の向
上を図る。また、道路整備に伴う沿道の土地利用を促進させる。
・既存建築物（国出先機関）の利用として、町が所有している未公開の歴史民俗資料等を展示するため再整備を図る。

【道路】
　新市地区：(都)出雲西城線（新市工区）
　下熊谷地区：(都)下熊谷中央線
　里方地区：中組共和線
【地域創造支援事業】
　里方地区：歴史民俗資料館

【地域の特性を活かした生活環境整備】

・事業終了後の継続的なまちづくり活動について
　　事業完成後は、歩道や公園の環境整備活動(清掃や除草等)を地元組織を中心とした地元住民により定期的に行っていく予定である。

・交付期間中の計画の管理について
　　交付期間中において各種の事業を円滑に進めるため、庁内にまちづくり推進室を設置し、問題の処理、事業の進め方の見直しなどを行うほか、年度ごとの事業成果について広報等で住民に報告する予定である。

・新市の庁舎について
　　合併後の新庁舎の位置は決定していないが、下熊谷地区および里方地区は候補地となっていることから、今後交通量の増加が予想されるため、周辺の道路網等の整備を行い、都市基盤の整備を行っておく必要がある。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 雲南市 直 W=12m,L=411m H16 H20 H16 H20 770 770 770 770
雲南市 直 W=16m,L=804m H16 H20 H16 H20 676 676 676 676

雲南市 直 W=12m,L=250m H16 H19 H16 H19 200 200 200 200

雲南市 直 W=6m,L=244.5m H16 H17 H16 H17 80 80 80 80

雲南市 直 W=4m,L=174m H16 H17 H16 H17 97 97 97 97

雲南市 直 W=12m,L=100m H16 H20 H16 H20 108 108 108 108

公園 雲南市 直 A=3.65ha H17 H20 H17 H20 70 70 70 70

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 雲南市 直 A=0.25ha H16 H16 H16 H16 14 14 14 14

高質空間形成施設 雲南市 直 A=19㎡ H20 H20 H20 H20 10 10 10 10

高次都市施設

既存建造物活用事業 下熊谷地区交流センター 雲南市 直 A=560㎡ H16 H20 H16 H20 91 91 91 91

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

2,116 2,116 2,116 2,116 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

　歴史民俗資料館 雲南市 直 A=540㎡ H16 H20 H16 H20 59 59 59 59

0

0

－ 0

－ 0

－ 0

－ 0

59 59 59 59 …B
2,175

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
雲南市 国土交通省 Ａ＝59ha ○ H14 H18 1,391
島根県 国土交通省 L=540ｍ ○ H13 H19 1,881

雲南市 国土交通省 L＝700ｍ ○ H13 H19 847

雲南市 国土交通省 Ａ＝97ha ○ H16 H22 1,840

国土交通省 国土交通省 Ａ＝17.5ha ○ 未定 未定 未定

国土交通省 国土交通省 L=4,100ｍ ○ H13 H20年代 未定

合計 5,959

河川環境整備事業 斐伊川

一般国道54号改築事業 三刀屋拡幅

全体事業費

まちづくり総合支援事業 木次地区
街路事業 出雲西城線

緊急地方道整備事業 下熊谷線

公共下水道事業 新田川排水区

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

里方地区

合計 0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

新市公衆トイレ

－

里方東広場

下熊谷14号線

中組共和線

(主)松江木次線

下熊谷河川敷公園

細項目 うち民負担分
(都）出雲西城線（新市工区）
(都)下熊谷中央線

(都)下熊谷東西線

0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費 2,175 交付限度額 870 国費率




